


【仙台市地下鉄東西線をご利用の場合】
「青葉山」駅　北 1出口から徒歩数分
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特別講演会用の駐車場はございません。
公共交通機関でのご来場にご協力ください。

【るーぷる仙台をご利用の場合】
バス停「青葉山駅」　もしくは
バス停「理学部自然史標本館前」
から徒歩数分
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柴田 正輝
（福井県立大学 恐竜学部教授）
福井県立恐竜博物館主任研究員
を併任。専門は恐竜を中心とし
た古脊椎動物学で、日本・タイ・
中国などにおいて恐竜化石発掘
調査を行い、特にイグアノドン
類を中心に研究している。

髙嶋 礼詩
（東北大学総合学術博物館 館長）
専門は地質学・層序学。主に白
亜紀の環境変動について研究
し、白亜紀の年代尺度の樹立を
目的とした日・米・欧の国際共
同研究プロジェクトを主導して
いる。

主催： 東北大学学術資源研究公開センター、福井県立大学恐竜学部　共催：新知創造学際ハブ事業　　問合せ先：東北大学総合学術博物館（TEL/FAX 022-795-6767）

東北大学学術資源研究公開センター *と福井県立大学・福井県立恐竜博物館は、これま
で長年にわたり恐竜の進化や、恐竜時代の地球環境に関する共同研究・展示を行ってき
ました。現在も、東北大学の金属材料研究所が中心となっている「新知創造学際ハブ事
業」に両機関が参画し、恐竜化石の骨の微細構造を解き明かす最新の共同研究が進めら
れています。この強固なネットワークを活かし、最先端の研究をさらに加速させるため、
このたび東北大学学術資源研究公開センター *と福井県立大学恐竜学部は正式に連携協
定を締結しました。本講演会は、この連携協定を記念して開催する特別企画です。
*学内の資料標本類の保存・活用を目指す共同研究教育施設。史料館・植物園・総合学術博物館の 3組織からなる。


